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Chomsky (1995)以降、言語を生成する計算機構の簡潔性・効率性を追究する
極小主義プログラムの枠組みにおいて、随意性(optionality)は非効率的として
排除されてきた。たとえば、計算機構がその計算過程に随意的な派生の可

能性を含むことはありえない。一見随意的にみえる複数の派生は、計算を

引き起こす素性(feature)の有無に違いがあり、真に随意的ではない(Chomsky 
(2000, 2001))。しかしながら、Chomsky (2004)は言語計算の根源的操作である
併合(Merge)操作が自由に適用されると提案した。これにより、計算過程に
おける併合の適用に随意性が生じることになる。この理論的背景のもとで、

本発表では、(1)に示すような随意性を伴う言語現象を考察する。 
 

 (1) a. The question (of) whether it is true or not may be raised. 
   b. John has (got) a blue car. 
 

(1a)では of が随意的に挿入される。(1b)では got が随意的に挿入される。こ
れらの随意性を伴う現象が最新の極小主義プログラムの枠組みでどのよ

うに説明されるかを議論するとともに、その理論的帰結を追究する。また、

本発表の分析が言語間の線形化(linearization)の差異（語順決定に関する一種
の随意性）にもたらす帰結についても検討を加えてみたい。 
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